








要約:現在までの神経芽細胞腫マススクリーニングに関する国内外の文献を検索したが、

我々の論文を除げば、本マススクリーニングを評価する確実な疫学的成績の文献はなかっ

た。札幌市での 1992 年 3 月までの神経芽細胞腫マススクリーニングの成績に国内での真

陽性例・偽陰性例・検査例数に関する文献的報告をあわせ、マススクリーニングの効果を

評価した。偽陰性例の発生率は、HPLC 法では検査例数 10 万対 5.5、HPLC 以外の方法では

7程度であった。真陽性例の頻度は前者で 10 万対 23.5、後者で 11 程度であった。自然発

生例の発生率を出生10 万対 15 と仮定すると、捕捉される自然退縮例の頻度は前者で検査

例数 10 万対 14、後者で 3 と計算された。しかし、退縮しない例は前者で検査例数 10 万

対 9.5、後者で 8程度捕捉していると計算され、全体の例に対する捕捉率は 9.5/15=63.3%、

8/15=53.3%と推定された。


